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事務事業評価、執行部の回答は…事務事業評価、執行部の回答は…

三重総合高校吹奏楽部による
議場コンサートを開催
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令
和
５
年
第
１
回
定
例
会

（
会
期　

２
月
20
日
～
３
月
16
日
）

令和4 年度 一般会計補正予算（第10 号）令和4 年度 一般会計補正予算（第10 号）

4億7039万1千円4億7039万1千円 《一般会計予算総額》

286億6707万7千円

豊後大野市三重町駅前広場条例の制定

2
月
20
日
か
ら
第
1
回
定

例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
諮
問
２
件
、

50
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
に
審

議
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま

し
た
。

ま
た
、
最
終
日
に
は
請
願
１
件

を
採
択
し
、
意
見
書
１
件
を
可
決

し
ま
し
た
。

２
月
28
日
と
３
月
１
日
に
行
わ

れ
た
一
般
質
問
に
は
、
９
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
執
行
部
と
活
発
な

論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。（
７
～

16
ペ
ー
ジ
参
照
）

今
定
例
会
に
は
、
延
べ
10
人
の

方
々
が
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。

減額

三重町駅前広場を設置

三重町駅前に憩いとふれあいの場を確保することにより、市民の交流を促進
し、にぎわいと活力のあるまちづくりに寄与するため、豊後大野市三重町

駅前広場を設置するものです。

整備が進む三重町駅前周辺

東屋とステージ東屋とステージ

バスケット 3on3 のコートバスケット 3on3 のコート
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３月定例会（主な議決事項）

財産の取得について

財産の無償譲渡について

水槽付消防ポンプ自動車を更新

旧通山幼稚園の建物の無償譲渡

更新前の水槽付消防ポンプ自動車
（消防本部西分署）

消防本部西分署に配備している水槽付
消防ポンプ自動車を更新するもので

す。

相手方
〔住所〕大分市長浜町２丁目２番３２号
〔名称〕株式会社消防防災　大分本店
〔代表者氏名〕本店長　葛城　繁利

購入金額
61,336,000 円

閉園となっていた旧豊後大野市立通山幼稚園
の建物を認可地縁団体である長谷自治区に

無償で譲渡するものです。

譲渡の相手方
〔住所〕豊後大野市犬飼町柚野木１８６番地
〔名称〕長谷自治区

旧市立通山幼稚園（犬飼町柚野木）



《各会計の予算状況》

280億2000万円280億2000万円
令和 5 年度の一般会計予算総額は、前年度当初予算額と比較して、7.8％増の

280 億 2000 万円で可決されました。

《一般会計予算の内訳》
歳出合計 280億 2000万円 歳入合計 280億 2000万円

令和5年度一般会計予算令和5年度一般会計予算

構成比は、表示単位未満四捨五入の関係で、積み上げと合計が一致しない箇所があります。

①その他自主財源①その他自主財源
　26億9072万6千円（9.6％）　26億9072万6千円（9.6％）
【内訳】【内訳】
◆分担金及び負担金◆分担金及び負担金
　4億30万5千円（1.4％）　4億30万5千円（1.4％）
◆使用料及び手数料◆使用料及び手数料
　4億3638万1千円（1.6％）　4億3638万1千円（1.6％）
◆財産収入◆財産収入
　4577万円（0.2％）　4577万円（0.2％）
◆寄附金◆寄附金
　2億4010万1千円（0.8％）　2億4010万1千円（0.8％）
◆繰入金◆繰入金
　13億6854万1千円（4.9％）　13億6854万1千円（4.9％）
◆諸収入◆諸収入
　1億9962万8千円（0.7％）　1億9962万8千円（0.7％）

②その他依存財源②その他依存財源
　13億9108万3千円（5.0％）　13億9108万3千円（5.0％）
【内訳】【内訳】
◆地方譲与税◆地方譲与税
　4億945万2千円（1.5％）　4億945万2千円（1.5％）
◆地方交付金◆地方交付金
　9億8163万1千円（3.5％）　9億8163万1千円（3.5％）

議会費議会費
1億8308万1千円1億8308万1千円
(0.6％)(0.6％)

諸支出金諸支出金
1千円1千円

0％0％

予備費予備費
5千万円5千万円

0.2％0.2％

民生費民生費
82億3209万円82億3209万円
29.4％29.4％

衛生費衛生費
26億3511万円26億3511万円
9.4％9.4％

労働費労働費
1227万9千円1227万9千円

0.1％0.1％

農林水産業費農林水産業費
22億3908万4千円22億3908万4千円

8.0％8.0％

商工費商工費
3億5099万3千円3億5099万3千円

1.3％1.3％

土木費土木費
22億8109万6千円22億8109万6千円

8.1％8.1％

消防費消防費
11億7503万5千円11億7503万5千円

4.2％4.2％

教育費教育費
38億6010万3千円38億6010万3千円

13.8％13.8％

災害復旧費災害復旧費
3億4911万3千円3億4911万3千円

1.2％1.2％

公債費公債費
29億7492万9千円29億7492万9千円

10.6％10.6％

自主財源自主財源
22.8％22.8％

依存財源依存財源
77.2％77.2％

市税市税
33億9051万円33億9051万円
12.1％12.1％

繰越金繰越金
3億円3億円
1.1％1.1％

①①

地方交付税地方交付税
103億3787万円103億3787万円
36.9％36.9％

国・県支出金国・県支出金
63億2941万5千円63億2941万5千円

22.6％22.6％

市債市債
35億8039万6千円35億8039万6千円

12.7％12.7％

②②総務費総務費
36億7708万6千円36億7708万6千円
13.1％13.1％
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会　計　名 令和5年度 令和4年度 増減額 増減率

特
別
会
計

国民健康保険 49億7096万9千円 47億7360万8千円 1億9736万1千円　増 4.1％　増
後期高齢者医療 7億89万2千円 6億8670万円 1419万2千円　増 2.1％　増
介護保険 66億4916万円 66億8791万3千円 3875万3千円　減 0.6％　減
農業集落排水 1億9014万1千円 1億9074万1千円 60万円　減 0.3％　減
浄化槽施設 3421万2千円 4390万3千円 969万1千円　減 22.1％　減

会計名 令和5年度 令和4年度 増減額 増減率

企
業
会
計

電
気
事
業

収益的収入 1億1220万3千円 1億800万2千円 420万1千円　増 3.9％　増
収益的支出 6773万8千円 8090万3千円 1316万5千円　減 16.3％　減
資本的収入 1千円 1千円 － －
資本的支出 5524万1千円 530万1千円 4994万円　増 942.1％　増

上
水
道

収益的収入 5億7561万円 5億4579万6千円 2981万4千円　増 5.5％　増
収益的支出 6億441万9千円 5億7312万3千円 3129万6千円　増 5.5％　増
資本的収入 1億6526万8千円 1億4546万4千円 1980万4千円　増 13.6％　増
資本的支出 3億5386万8千円 3億4552万8千円 834万円　増 2.4％　増

公
共
下
水
道

収益的収入 8126万8千円 8445万3千円 318万5千円　減 3.8％　減
収益的支出 8055万2千円 7884万3千円 170万9千円　増 2.2％　増
資本的収入 631万5千円 631万5千円 － －
資本的支出 2941万円 3174万円 233万円　減 7.3％　減

病
院
事
業

収益的収入 38億6115万6千円 38億3941万円 2174万6千円　増 0.6％　増
収益的支出 40億5801万7千円 39億2746万円 1億3055万7千円　増 3.3％　増
資本的収入 4億6780万4千円 2億4490万4千円 2億2290万円　増 91.0％　増
資本的支出 7億2487万4千円 4億7883万1千円 2億4604万3千円　増 51.4％　増
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３月定例会（主な議決事項）

配食サービス事業
2916万7千円

5371万円
交流人口拡大事業

椎茸種駒補助事業

多機能型武道場整備事業

南分署建設事業

有害鳥獣捕獲事業

おおむね 65 歳以上で食事の確保が困難な高齢者
等に食事の提供等の事業を行う。

駆除期間中及び狩猟期間中の有害鳥獣の捕獲補
助金を交付する。

乾しいたけ生産量の安定化と生産者確保のため、
１万駒以上の植菌者に対し補助をする。

周辺スポーツ施設と連携し、武道競技等の開催
を可能とする多機能型武道場を整備する。

スポーツ合宿を行う団体に宿泊費の一部を助成
するなどして交流人口の拡大を図る。

735万1千円735万1千円

消防本部南分署の建設及び庁用器具の購入をす
る。

6015万2千円6015万2千円

1098万5千円1098万5千円 7787万6千円7787万6千円

捕獲されたサル捕獲されたサル

多機能型武道場建設予定地（三重町赤嶺）多機能型武道場建設予定地（三重町赤嶺）

消防本部南分署（緒方町馬場）消防本部南分署（緒方町馬場）

令和５年度の事業の一部を紹介します

スポーツ合宿等の誘致に向けて目玉となるスポーツ合宿等の誘致に向けて目玉となる
全天候型体育施設（三重町赤嶺）全天候型体育施設（三重町赤嶺）
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３月定例会（賛否一覧）

※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　衞藤竜哉議員は議長職のため表決権はありません。

会　　派　　名
議
決
年
月
日

議
決
結
果

市民クラブ 創生会 黎明会 政友会 緑政会

  　　　　　　　　　　　　　議員名  
件　名　　　　　　　　　　　　 

穴
見
　
眞
児

嶺
　
　
英
治

吉
藤
　
里
美

工
藤
　
秀
典

佐
藤
　
辰
己

赤
峰
　
映
洋

後
藤
　
雅
克

高
野
　
辰
代

田
嶋
　
栄
一

原
田
　
健
蔵

春
野
　
慶
司

佐
藤
　
昭
生

沓
掛
　
義
範

小
野
　
順
一

首
藤
　
正
光

川
野
　
優
治

川
野
　
辰
徳

人事案件
豊後大野市固定資産評価審査委員会委員の選任について 2 月 20 日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市農業委員会委員の任命について（15 件） 2 月 20 日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員候補者の推薦について（2 件） 2 月 20 日 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補正予算
令和 4 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 10 号） 3 月 6 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 4 年度豊後大野市国民健康保険特別会計補正予算（第 4 号） 3 月 6 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 4 年度豊後大野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号） 3 月 6 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度豊後大野市介護保険特別会計補正予算（第3号） 3 月 6 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 4 年度豊後大野市農業集落排水特別会計補正予算（第 3 号） 3 月 6 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 4 年度豊後大野市病院事業特別会計補正予算（第 3 号） 3 月 6 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 4 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 11 号） 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 5 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 1 号） 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条例の一部改正等
豊後大野市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正について 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市会計年度任用職員の報酬等に関する条例の一部改正について 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

個人情報の保護に関する法律の一部改正等に伴う関係条例の整備に関する条例の一部改正について 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市国民健康保険条例の一部改正について 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市子ども・子育て会議条例及び豊後大野市子ども・子育て支援法に基
づく過料に関する条例の一部改正について

3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部改正について

3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市三重町駅前広場条例の制定について 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市体育施設条例の一部改正について 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市消防団条例の一部改正について 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般
公の施設を他の普通地方公共団体の住民の利用に供することに関する協議について 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

他の普通地方公共団体の公の施設を豊後大野市の住民の利用に供させることに関する協議について 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得について（多機能型武道場建設用地の取得） 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

財産の取得について（水槽付消防ポンプ自動車の更新） 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の無償譲渡について 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

当初予算
令和 5 年度豊後大野市一般会計予算 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 5 年度豊後大野市国民健康保険特別会計予算 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 5 年度豊後大野市後期高齢者医療特別会計予算 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 5 年度豊後大野市介護保険特別会計予算 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 5 年度豊後大野市農業集落排水特別会計予算 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 5 年度豊後大野市浄化槽施設特別会計予算 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 5 年度豊後大野市電気事業特別会計予算 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 5 年度豊後大野市上水道特別会計予算 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 5 年度豊後大野市公共下水道特別会計予算 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 5 年度豊後大野市病院事業特別会計予算 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願・意見書
介護保険制度改正に関する意見書提出の請願書 3 月 16 日 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険制度改正に関する意見書 3 月 16 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各議員の議案に対する賛否の状況(令和5年第１回定例会）
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佐藤昭生（８ページ）
•	 子ども子育て支援について
•	 市内の企業の現状と将来について

吉藤里美（12 ページ）
•	 本市における認知症施策について
•	 スポーツの推進について

川野辰徳（13 ページ）
•	 農業について

赤峰映洋（14 ページ）
•	 コミュニティバスについて
•	 安心・安全な道路の維持管理について
•	 給食費の保護者負担減について

田嶋栄一（15 ページ）
•	 スポーツツーリズムの推進について

後藤雅克（９ページ）
•	 豊後大野市スポーツ施設の整備等について

高野辰代（10 ページ）
•	 認知症による行方不明への備えと対応について
•	 防災対策の充実について
•	 	豊後大野市関係人口マッチングサイト「ボラホリ
ぶんごおおの」について

99 人人のの議員議員 市政市政がが を問うを問う

2 月２８日と３月１日の２日間にわたり行われた一般質問には９人の議員が登壇し、子ども子育て支援、スポーツ施設の整備、防災対策の充実についてなど２０項目にわたり、執行部と活発
な論戦を展開しました。
議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しております。

また、議員の写真下に掲載しているＱＲコードをスマートフォンで読み取ることで、一般
質問の録画中継がご覧いただけます。

※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問　
　　は各定例会で行われ、本市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人60分以内の一問一答方式で行っています。

一 般 質 問

原田健蔵（11 ページ）
•	 令和５年度施政方針並びに予算編成について
•	 福祉施策「重層的支援体制」整備事業について
•	 防災士養成事業について
•	 ふるさと納税について

春野慶司（16 ページ）
•	 公文書管理条例の制定について
•	 下水道の受益者負担の公平性について
•	 	所有者不明土地法、正式な法律名称は「所有者
不明土地の利用の円滑化等に関する特別措置法」
による所有者不明土地等対策事業への取組につ
いて
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昨
年
７
月
か
ら
今
年
３

月
ま
で
実
施
し
て
い
る
幼

稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

の
給
食
費
の
支
援
や
、
乳

幼
児
期
の
子
育
て
世
帯
に

対
し
て
月
額
５
千
円
支
給

す
る
制
度
に
つ
い
て
、
令

和
５
年
度
に
ゼ
ロ
に
な
ら

な
い
よ
う
な
対
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

本
市
に
と
っ
て
は
企
業

が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
経

済
波
及
効
果
は
も
ち
ろ

ん
、
市
民
の
働
く
場
の
確

こ
れ
ら
の
支
援
は
、
国

に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
に
よ
る
臨

時
的
な
緊
急
対
策
で
あ
り
、

令
和
４
年
度
限
り
と
な
る
。

令
和
５
年
度
に
つ
い
て

市
で
は
、
給
食
費
の
増
額

改
定
を
行
う
が
、
増
額
分

を
市
が
負
担
す
る
。
ま
た
、

国
に
よ
る
10
万
円
に
加
え

て
、
出
産
・
子
育
て
応
援

交
付
金
に
つ
い
て
市
独
自

に
５
万
円
の
上
乗
せ
を
行

う
。

市
長
に
よ
る
本
市
関
連

企
業
本
社
訪
問
や
、
豊
後

大
野
市
人
会
及
び
県
東
京

事
務
所
等
へ
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
の
ほ
か
、
県
企

業
立
地
推
進
課
と
の
情
報

交
換
、
県
外
企
業
に
向
け

た
市
内
空
き
工
場
の
情
報

提
供
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

質

質

答

答

生
活
福
祉
統
括
理
事

商
工
観
光
課
長

子ども子育て支援について子ども子育て支援について
国の少子化対策を注視しながら

市としての支援策を積極的に検討する

トップセールスの様子（東京）

黎 明 会

佐
さ

藤
とう

昭
あき

生
お

企業誘致に対する考えとその取り組みは企業誘致に対する考えとその取り組みは

市民の働く場の確保や税収の確保に向け取り組みを継続する

保
、
法
人
市
民
税
の
収

入
、
少
子
化
対
策
と
い
っ

た
利
点
が
あ
る
。
企
業
誘

致
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
利
用
し
て

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
既
に
誘
致
し
た

企
業
に
対
し
て
は
、
市
長

等
に
よ
る
定
期
的
な
訪
問

に
よ
り
、
企
業
側
の
経
営

状
況
や
課
題
、
事
業
拡
張

計
画
等
を
情
報
収
集
す
る

こ
と
で
、
市
内
事
業
所
の

経
営
安
定
や
地
元
雇
用
の

維
持
・
拡
大
等
を
図
っ
て

お
り
、
企
業
を
誘
致
し
た

後
も
継
続
し
て
支
援
す
る

姿
勢
を
示
す
こ
と
で
、
新

た
な
企
業
が
本
市
へ
の
進

出
を
検
討
す
る
際
の
重
要

な
要
素
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。
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創 生 会

後
ご

藤
とう

雅
まさ

克
かつ

多
機
能
型
武
道
場
建
設

の
推
進
状
況
は
。

質答
社
会
教
育
課
長

令
和
５
年
度
中
に
実
施

設
計
を
完
了
し
、
令
和
６

年
度
末
ま
で
に
完
成
を
目

指
す
。

答
社
会
教
育
課
長

令
和
５
年
度
に
三
重
野

球
場
の
外
野
フ
ェ
ン
ス
を

補
修
し
、
全
天
候
型
体
育

施
設
周
辺
に
、
合
宿
等
に

対
応
し
た
ブ
ル
ペ
ン
を
整

備
す
る
。
令
和
６
年
度
で

三
重
野
球
場
の
内
野
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
補
修
を
実
施
す

る
。

三
重
野
球
場
機
能
改
修

等
に
つ
い
て
は
。

質

多
機
能
型
武
道
場
の
規
模
は

多
機
能
型
武
道
場
の
規
模
は

お
お
む
ね
１
９
０
０
平
方
㍍
を
計
画
し
て
い
る

多
機
能
型
武
道
場
の
規

模
等
は
。

質答
社
会
教
育
課
長

三
重
体
育
館
と
三
重
柔

道
場
の
機
能
を
統
合
し
、

お
お
む
ね
１
９
０
０
平
方

㍍
を
計
画
し
て
い
る
。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
２
面
、

柔
道
場
１
面
を
常
設
と
す

る
ほ
か
、
観
客
席
等
を
設

置
し
、
柔
道
大
会
に
備
え

て
畳
を
倉
庫
に
備
蓄
す
る
。

全
天
候
型
体
育
施
設
の

運
営
方
法
等
に
つ
い
て
は
。

質答
社
会
教
育
課
長

初
年
度
の
運
営
は
直
営

で
行
い
、
維
持
管
理
等
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
算

定
で
き
た
段
階
で
指
定
管

理
者
制
度
に
移
行
す
る
。

な
お
、
急
な
雨
天
で
の

利
用
に
も
対
応
す
る
た
め
、

利
用
日
の
開
始
時
間
ま
で

に
利
用
許
可
申
請
が
で
き

る
よ
う
規
定
を
整
備
す
る
。

全
天
候
型
体
育
施
設
の

備
品
は
。

質答
社
会
教
育
課
長

野
球
競
技
団
体
や
合
宿

に
訪
れ
る
大
学
等
の
意
見

を
参
考
に
、「
ピ
ッ
チ
ン

グ
マ
シ
ン
前
、
投
手
前
、

ト
ス
用
、
防
球
用
、
投
手

用
な
ど
の
各
ネ
ッ
ト
と

マ
ッ
ト
」、「
フ
ッ
ト
サ
ル

用
ゴ
ー
ル
」、「
ベ
ン
チ
」

等
を
そ
ろ
え
る
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の

導
入
に
つ
い
て
は
。

質

答
社
会
教
育
課
長

大
原
総
合
体
育
館
及
び

大
型
複
合
遊
具
、
サ
ン
・

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
み
え
、

三
重
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

全
天
候
型
体
育
施
設
、
多

機
能
型
武
道
場
を
総
合
ス

ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
一
体

的
に
命
名
権
を
募
集
す
る
。

本
年
４
月
か
ら
募
集
し
、

10
月
か
ら
愛
称
の
使
用
を

開
始
し
た
い
。
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
料
の
希
望
額
は

年
間
１
０
０
万
円
を
下
限

と
す
る
。

多機能型武道場建設予定地
（三重町赤嶺）
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創 生 会

高
たか

野
の

辰
たつ

代
よ

認
知
症
の
症
状
に
よ
り

今
い
る
場
所
等
の
把
握
が

質

答
高
齢
者
福
祉
課
長

対
象
は
、
認
知
症
に
よ

り
行
方
不
明
と
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
方
で
、
申
請
書

の
提
出
に
よ
り
登
録
し
て

お
り
、
本
年
１
月
末
現
在

の
登
録
者
数
は
１
１
８
名

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
警
察
署
に
捜
索

願
が
出
さ
れ
た
場
合
、
市

認知症による行方不明への認知症による行方不明への
備えと対応は備えと対応は

関係機関の協力で早期発見

通
常
の
見
守
り
に
有
効

な
市
の
事
業
は
。

質答
高
齢
者
福
祉
課
長

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
と

緊
急
通
報
装
置
事
業
が
あ

る
。

豊後大野市関係人口マッチングサイト豊後大野市関係人口マッチングサイト
「ボラホリぶんごおおの」について「ボラホリぶんごおおの」について

故郷をつなぐシステムをつくる

は
協
力
機
関
へ
捜
索
活
動

へ
の
協
力
依
頼
を
行
う
。

防災対策の防災対策の
充実について充実について
備蓄品は市の備蓄
計画に基づき整備

本
市
の
防
災
備
蓄
品
に

つ
い
て
の
計
画
は
あ
る
の

か
。 質答

総
務
企
画
統
括
理
事

令
和
２
年
７
月
に
策
定

し
た
豊
後
大
野
市
備
蓄
計

画
に
基
づ
き
整
備
し
て
い

る
。

地
元
食
材
を
利
用
し
た

鶏
飯
や
鶏
汁
な
ど
、
地
元

業
者
の
利
用
に
つ
い
て
検

討
で
き
な
い
か
。

質答
総
務
企
画
統
括
理
事

価
格
や
保
存
年
限
が
備

蓄
品
と
し
て
適
当
か
ど
う

か
調
査
研
究
し
た
い
。

自
主
避
難
先
と
し
て
の

地
区
公
民
館
の
活
用
の
現

状
は
。

質答
総
務
企
画
統
括
理
事

昨
年
９
月
の
台
風
14
号

で
は
、
20
カ
所
に
96
名
の

避
難
者
が
い
た
。

地
区
公
民
館
の
安
全
性

は
、
調
査
し
改
善
に
向
け

て
助
言
等
の
支
援
が
必
要

で
は
な
い
か
。

質答
総
務
企
画
統
括
理
事

地
区
公
民
館
の
安
全
性

の
確
認
は
必
要
な
こ
と
だ

と
考
え
て
い
る
。

難
し
い
場
合
、
関
係
機
関

の
協
力
を
得
て
早
期
に
発

見
・
保
護
し
、
家
族
の
精

神
的
負
担
軽
減
等
を
図
る

「
徘
徊
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
が

あ
る
。
こ
の
事
業
の
流
れ

と
登
録
者
数
に
つ
い
て
伺

う
。

事
業
の
概
要
に
つ
い
て

伺
う
。

質答
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

担
い
手
不
足
の
解
消
等

を
目
的
に
、
豊
後
大
野
市

出
身
者
等
受
入
事
業
助
成

金
制
度
を
創
設
し
た
。

「ボラホリぶんごおおの」の
ポスター

※
ボ
ラ
ホ
リ
の
意
味
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ボ
ラ

と
、
ホ
リ
デ
ー
の
ホ
リ

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語

で
す
。
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1111 （第80号2023.5）

黎 明 会

原
はら

田
だ

健
けん

蔵
ぞう

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は

令
和
３
年
度
は
約
１
億
円
の
黒
字
と
な
っ
た

最
近
５
年
間
の
納
税
寄

附
額
の
実
績
は
。

質答
総
務
企
画
統
括
理
事

平
成
29
年
度
が
８
２	

０
０
万
円
、
30
年
度
が

９
５
０
０
万
円
、
31
年

度
が
１
億
５
８
０
０
万

円
、
令
和
２
年
度
が

２
億
７
４
０
０
万
円
、
３

年
度
が
２
億
２
８
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
３
年
度
の
黒
字
額

と
令
和
４
年
度
の
見
通
し

は
。 質答

総
務
企
画
統
括
理
事

こ
の
制
度
で
は
返
礼
品

代
金
と
と
も
に
サ
イ
ト
掲

載
に
係
る
委
託
料
や
配
送

料
な
ど
が
経
費
と
し
て
発

生
す
る
が
、
受
け
入
れ
た

寄
附
額
か
ら
諸
経
費
を
差

し
引
い
た
金
額
は
、
約

１
億
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

令
和
４
年
度
は
12
月
末

時
点
で
、
寄
附
額
が
約

１
億
６
千
万
円
、
黒
字
額

は
９
千
万
円
程
度
と
な
っ

て
い
る
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
の

申
請
を
受
け
ら
れ
て
い
る

人
数
と
控
除
額
は
。

人
気
返
礼
品
ベ
ス
ト
３

は
。

質

質

答

答

総
務
企
画
統
括
理
事

総
務
企
画
統
括
理
事

本
市
に
課
税
権
が
あ
る

方
で
、
本
市
以
外
に
ふ
る

さ
と
納
税
さ
れ
て
い
る
方

は
、
令
和
４
年
12
月
末
時

点
で
４
３
６
人
、
市
民
税

控
除
額
は
約
１
８
５
０
万

円
。
そ
の
う
ち
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
特
例
申
請
制
度
を

利
用
さ
れ
て
い
る
方
は

２
１
１
人
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
の
人
気
返

礼
品
は
、
１
位
乾
し
椎

茸
、
２
位
は
梨
、
３
位
は

お
お
い
た
味
力
（
み
り
ょ

く
）
ソ
ー
セ
ー
ジ
セ
ッ
ト

で
、
例
年
同
様
の
結
果
と

な
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
は
、
甘
太

く
ん
や
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
が
人
気
返
礼
品
と
な
っ

て
い
る
。

今
後
の
課
題
は
。

質答
総
務
企
画
統
括
理
事

毎
年
、
全
国
の
ふ
る
さ

と
納
税
市
場
が
過
去
最
高

額
を
更
新
す
る
一
方
、
制

度
の
在
り
方
や
返
礼
品
競

争
の
激
化
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市

で
は
人
気
の
返
礼
品
と
な

る
こ
と
で
、
市
内
の
魅
力

あ
ふ
れ
る
特
産
品
を
全
国

に
向
け
て
発
信
す
る
絶
好

の
機
会
と
捉
え
、
こ
の
制

度
を
大
い
に
活
用
し
、
そ

の
認
知
度
や
魅
力
度
を
大

き
く
向
上
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

• 

令
和
５
年
度
施
政
方

針
並
び
に
予
算
編
成

に
つ
い
て

• 

福
祉
施
策
「
重
層
的

支
援
体
制
」
整
備
事

業
に
つ
い
て

• 

防
災
士
養
成
事
業
に

つ
い
て

１位　乾し椎茸１位　乾し椎茸

２位　梨２位　梨

３位　おおいた味力３位　おおいた味力
　      ソーセージセット　      ソーセージセット

人
気
返
礼
品
ベ
ス
ト
３
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一 般 質 問

市 民 ク ラ ブ

吉
よし

藤
ふじ

里
さと

美
み

認知症施策の充実を認知症施策の充実を

軽度認知障害の早期発見に努める

本
市
の
認
知
症
に
関
す

る
事
業
の
利
用
状
況
は
。

質

答
高
齢
者
福
祉
課
長

「
普
及
啓
発
・
本
人
発

信
」で
は
、認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
、

こ
れ
ま
で
に
７
８
８
９
人

の
方
が
受
講
し
て
い
る
。

「
予
防
」
で
は
、
軽
度

認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
の

段
階
で
認
知
症
予
防
に
つ

な
げ
る
「
脳
の
健
康
度

チ
ェ
ッ
ク
講
座
」
を
開
催

し
、
令
和
４
年
度
は
10
地

域
で
95
人
の
参
加
が
あ
っ

た
。「

医
療
・
ケ
ア
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
・
介
護
者
へ
の

支
援
」
で
は
、
医
療
や
介

護
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い

方
に
つ
い
て
、「
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」

で
包
括
的
な
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
令
和
３
年
度
か

ら
４
年
度
に
お
い
て
延
べ

20
件
を
支
援
し
、
う
ち
17

件
を
必
要
な
医
療
や
介
護

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。地

域
の
見
守
り
体
制
に

つ
い
て
伺
う
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
（教

室
）
の
開
催
な
ど
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
機
会
の
提
供

状
況
は
。

課
題
と
今
後
求
め
ら
れ

る
対
策
は
。

質

質

質 答

答

高
齢
者
福
祉
課
長

社
会
教
育
課
長

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
の
訪
問
に
よ
る

見
守
り
と
と
も
に
、
地
域

の
自
治
会
役
員
や
民
生
委

員
、
福
祉
委
員
を
は
じ
め

と
し
た
住
民
の
自
主
的
な

見
守
り
や
声
か
け
が
行
わ

れ
て
い
る
。

今
後
、
さ
ら
に
地
域
の

見
守
り
体
制
の
推
進
を

図
っ
て
い
く
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興

答
高
齢
者
福
祉
課
長

「
脳
の
健
康
度
チ
ェ
ッ

ク
講
座
」
に
つ
い
て
、
今

後
は
受
講
者
の
年
齢
層
を

下
げ
て
い
く
こ
と
で
早
期

発
見
に
つ
な
げ
て
い
く
。

スポーツ推進で健康寿命延伸をスポーツ推進で健康寿命延伸を

スポーツを通じた市民の健康づくりに取り組む

会
等
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
は
じ
め
、
体
力

測
定
や
ペ
タ
ン
ク
、
ス

ポ
ー
ツ
玉
入
れ
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
を
企
画
し
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き

る
多
様
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

棚田ウォーク（緒方町軸丸）
（おがたいきいきスポーツクラブ ネスト）
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～ 9人の市議が市政を問う～

無 会 派

川
かわ

野
の

辰
たつ

徳
のり

農業について農業について

市独自の支援策を引き続き検討する

令
和
４
年
12
月
定
例
会

で
の
一
般
質
問
で
、
農
業

に
つ
い
て
経
営
の
面
、
特

に
経
費
の
部
分
を
具
体
的

に
発
言
し
た
が
、
昨
今
の

急
激
な
物
価
高
騰
に
比
例

し
て
、
農
業
資
材
の
高
騰

も
農
家
に
と
っ
て
は
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
農
家
を
守
っ

て
い
く
具
体
的
な
支
援
策
、

補
助
策
に
つ
い
て
伺
う
。

質答
農
業
振
興
課
長

円
安
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響
を
受

け
、
農
業
分
野
に
お
い
て

は
、
農
業
生
産
資
材
を
は

じ
め
、
化
学
肥
料
、
配
合

飼
料
、
燃
料
な
ど
が
値
上

が
り
し
、
農
家
負
担
が
増

大
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

本
市
は
令
和
４
年
度
に
お

い
て
、
次
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
て
き
た
。

ま
ず
、
資
材
費
高
騰
の

影
響
が
大
き
い
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
等
整
備
事
業
に
お

い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し

た
豊
後
大
野
市
園
芸
用
資

材
高
騰
対
策
緊
急
支
援
事

業
を
創
設
し
た
。

肥
料
の
高
騰
対
策
に
つ

い
て
は
、
国
が
実
施
す
る

肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業

に
加
え
、
県
の
耕
畜
連
携

堆
肥
活
用
推
進
事
業
に
よ

り
、
地
域
資
源
で
あ
る
牛

ふ
ん
や
豚
ぷ
ん
な
ど
の
堆

肥
導
入
に
よ
る
経
費
節
減

に
資
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市

の
単
独
事
業
と
し
て
、
豚

ぷ
ん
堆
肥
活
用
実
証
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

飼
料
価
格
高
騰
に
つ
い

て
は
、
豊
後
大
野
市
飼
料

高
騰
対
策
事
業
を
創
設
し
、

令
和
４
年
度
１
年
間
分
の

配
合
飼
料
及
び
粗
飼
料
の

購
入
に
対
す
る
支
援
を
行

う
。

燃
油
高
騰
に
対
す
る
支

援
は
、
県
の
施
設
園
芸
燃

油
価
格
高
騰
緊
急
対
策
事

業
を
活
用
し
た
光
熱
費
削

減
の
取
り
組
み
や
、
施
設

園
芸
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
緊

急
対
策
事
業
に
よ
る
経
費

節
減
対
策
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
国
の
施
設
園
芸

等
燃
料
価
格
高
騰
対
策
事
業

は
引
き
続
き
加
入
推
進
を

図
っ
て
い
く
。

今
後
は
国
・
県
が
行
う
事

業
等
の
活
用
と
併
せ
て
市
独

自
の
支
援
策
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

ふるさと納税返礼品の梨を栽培している梨園
（後藤梨園・大野町）
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一 般 質 問

創 生 会

赤
あか

峰
みね

映
てる

洋
ひろ

質

給食費の完全無料化は給食費の完全無料化は

難しいと判断している

コミュニティバスのコミュニティバスの
利便性向上について利便性向上について

鉄道や路線バスとの共存を図る

答
学
校
教
育
課
長

令
和
５
年
度
の
給
食
費

に
つ
い
て
は
物
価
高
騰
を

受
け
、
月
額
で
幼
稚
園

１
０
０
円
、
小
中
学
校
で

３
０
０
円
の
増
額
改
定
を

平
成
26
年
を
ピ
ー
ク
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利

用
者
が
大
幅
に
減
少
し
て

全
国
的
に
問
題
視
さ
れ

て
い
る
、
老
朽
化
し
た
橋

梁
、
ト
ン
ネ
ル
の
点
検
は

ど
の
よ
う
な
基
準
で
行
っ

て
い
る
の
か
。

質

質答
建
設
課
長

答
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

平
成
26
年
度
の
３
万
５	

９
３
８
人
を
ピ
ー
ク
に
、

毎
年
約
７
％
ず
つ
減
少
し
、

令
和
２
年
度
に
は
前
年
度

比
21
・
８
％
ま
で
減
少
し

た
。
利
用
者
満
足
度
調
査

に
よ
る
意
向
把
握
や
、
老

人
会
等
で
の
利
用
者
の
声

の
吸
い
上
げ
に
よ
り
、
市

民
へ
公
共
交
通
の
利
用
を

促
す
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。

５
年
ご
と
に
点
検
を
行

い
、
直
接
目
視
等
に
よ
り

健
全
度
の
把
握
を
し
て
い

る
。

市道の維持管理は市道の維持管理は

適切な道路環境の維持に努める

各
道
路
で
セ
ン
タ
ー
ラ

イ
ン
等
の
白
線
が
消
え
て

い
た
り
、
薄
く
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ

の
調
査
や
確
認
は
。

質答
建
設
課
長

自
治
会
の
要
望
や
道
路

利
用
者
か
ら
の
通
報
、
職

員
の
巡
視
等
に
よ
り
把
握

し
て
い
る
。

い
る
が
、
利
用
者
増
加
の

方
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

本
市
は
物
価
高
騰
対
策

と
し
て
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
に
、
令

和
４
年
度
に
限
り
、
７
月

か
ら
３
月
ま
で
小
中
学
校

の
保
護
者
が
負
担
す
る
給

食
費
の
支
援
を
行
っ
た
。

ま
た
、
就
学
前
の
子
育

て
世
帯
に
は
、
補
正
予
算

を
組
み
、
給
食
費
相
当
額

を
給
付
し
て
い
る
。

こ
の
負
担
軽
減
策
は
令

和
５
年
度
以
降
も
続
け
る

の
か
。
ま
た
給
食
費
の
完

全
無
償
化
の
考
え
は
な
い

の
か
。

行
っ
た
。
た
だ
し
令
和
５

年
度
は
、
そ
の
給
食
費
の

増
額
分
を
市
が
負
担
す
る

こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
完
全
無
償
化
は
、

か
な
り
の
財
源
が
必
要
と

な
り
、
実
施
は
難
し
い
と

判
断
し
て
い
る
。

途中で白線が消えている道路
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スポーツツーリズム推進策はスポーツツーリズム推進策は

スポーツ合宿を誘致する

～ 9人の市議が市政を問う～

黎 明 会

田
た

嶋
しま

栄
えい

一
いち

全天候型体育施設（三重町赤嶺）

全
天
候
型
体
育
施
設
が

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
の
核
と
し
て
機
能
す　

る
に
は
、
効
果
的
か
つ
継

続
的
に
利
用
可
能
な
施
設

に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
が
、

そ
の
対
策
は
。

質答
市
長

雨
天
で
も
練
習
環
境
が

確
保
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
や
、

駅
か
ら
徒
歩
で
移
動
で
き

る
動
線
を
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
誘
致
活
動
を

し
て
い
き
た
い
。
な
お
、

緒
方
や
ま
び
こ
球
場
で
関

西
国
際
大
学
硬
式
野
球
部

の
約
60
人
が
合
宿
を
行
っ

た
が
、
こ
の
よ
う
な
団
体

に
継
続
し
て
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
も
、
ア
ン

ケ
ー
ト
や
聞
き
取
り
を
行

い
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
環

境
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
組
織
か
。

質答
市
長

官
民
一
体
と
な
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
イ
ベ
ン
ト
、

合
宿
の
誘
致
、
交
流
に
よ

る
地
域
活
性
化
を
目
指
す

た
め
の
組
織
で
あ
り
、
豊

後
大
野
市
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
が
そ

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

本
協
議
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ

関
係
団
体
や
観
光
関
係
団

体
等
で
構
成
さ
れ
、
情
報

発
信
及
び
情
報
収
集
等
を

活
動
方
針
と
し
て
い
る
。

地
域
経
済
の
具
体
的
な

活
性
化
策
は
。

質

答
市
長

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
を
加
速
す
る
た

め
、
当
初
予
算
で
関
連
す

る
も
の
を
一
本
化
し
「
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
」
と
し
て
編
成
し
た
。

具
体
的
に
は
、
宿
泊
費
用

の
一
部
助
成
や
地
域
交
流

イ
ベ
ン
ト
事
業
の
関
連
予

算
を
令
和
４
年
第
１
回
定

例
会
に
提
案
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
地
域
づ
く
り
に
ど
の
よ

う
に
結
び
付
け
る
の
か
。

質答
市
長

観
光
や
交
流
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の

認
知
度
も
向
上
し
、
市
内

ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
加
、

競
技
力
の
向
上
が
図
ら
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
な
ど
が

本
市
へ
の
移
住
や
定
住
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
も
つ

な
が
る
と
捉
え
て
い
る
。

庁
内
組
織
の
連
携
は
重

要
で
、
横
断
的
に
関
わ
る

こ
と
で
最
大
の
効
果
を
生

み
出
す
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。
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黎 明 会

春
はる

野
の

慶
けい

司
し

所有者不明土地法への所有者不明土地法への
取り組みについて取り組みについて

国の動向を見極めながら調査、研究する

こ
の
法
律
は
平
成
30
年

に
制
定
さ
れ
、
令
和
４
年

11
月
１
日
に
本
格
運
用
と

な
っ
た
。

所
有
者
不
明
土
地
は

２

０

１
６

年

現

在

で

４
１
０
万
㌶
と
推
計
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
九
州
の

面
積
３
６
７
万
㌶
よ
り
も

広
い
面
積
で
あ
る
。

所
有
者
不
明
土
地
の
た

め
に
災
害
復
旧
工
事
の
着

手
が
困
難
と
な
っ
て
い
る

な
ど
公
共
事
業
等
に
お
け

る
支
障
事
例
が
散
見
さ
れ

て
い
る
。

な
お
、
所
有
者
不
明
土

地
は
、
登
記
簿
に
所
有
者

質

災害復旧工事にも支障を及ぼす
所有者不明土地

の
記
載
が
あ
っ
て
も
、
そ

の
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た

あ
と
に
相
続
人
が
相
続
手

続
き
を
し
な
い
こ
と
に
よ

り
問
題
化
し
て
い
く
。

今
後
、
本
市
で
も
公
共

事
業
な
ど
を
進
め
て
い
く

上
で
、
差
し
障
り
が
生
じ

て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
他
市
町
村
に
先

駆
け
て
取
り
組
む
こ
と
を

提
案
し
た
い
。

答
総
務
企
画
統
括
理
事

所
有
者
不
明
土
地
が
東

日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復

興
事
業
な
ど
の
妨
げ
に

な
っ
て
い
た
こ
と
を
契
機

に
、
平
成
30
年
に
法
律
が

制
定
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
所
有
者
不
明

土
地
の
さ
ら
な
る
増
加
が

将
来
的
に
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
令
和
４
年
11
月

１
日
に
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
た
。

ま
た
、
所
有
者
不
明
土

地
対
策
の
着
実
な
推
進
に

向
け
て
、
計
画
の
策
定
や

市
町
村
に
よ
る
行
政
的
措

置
を
可
能
と
す
る
制
度
、

使
わ
れ
て
い
な
い
土
地
の

有
効
活
用
に
取
り
組
む
法

人
の
指
定
制
度
な
ど
に
対

す
る
補
助
制
度
も
創
設
さ

れ
た
。

今
後
、
国
が
ど
の
よ
う

な
制
度
を
構
築
し
て
い
く

か
を
見
極
め
な
が
ら
調
査
、

研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

• 

公
文
書
管
理
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

• 

下
水
道
の
受
益
者
負

担
の
公
平
性
に
つ
い

て



重
機
は
朝
倉
先
生
自
身
が
公
園
建
設
計
画
を
推
進
す
る
中
で
、
昭
和

37
年
に
地
元
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
当
時
、
土
地
を
造
成
す
る

際
に
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
重
機
を
復
元
し
、
公
園
計

画
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、平
成
２
年
に
現
在
の
位
置
に
設
置
し
ま
し
た
。

現
時
点
で
重
機
の
塗
装
や
洗
浄
等
が
行
き
届
い
て
い
な
い
状
況
で
あ
る

た
め
、
今
後
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

朝
倉
響
子
先
生
の
作
品
に
５
年
間
カ
バ
ー
を
掛
け
て
い
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
作
者
の
ご
遺
族
か
ら
作
品
の
公
開
の
承
諾
を
得
て
い
な
い
段

階
だ
っ
た
た
め
、
必
要
な
措
置
で
し
た
。
作
品
の
標
識
に
つ
い
て
は
、

作
者
の
意
向
も

あ
り
、
目
立
た

な
い
よ
う
作
品

名
等
の
表
示
を

し
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
、

ご
意
見
も
参
考

に
し
、
よ
り
良

い
表
示
を
検
討

し
ま
す
。

申
請
者
か
ら
農
地
転
用
等
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、

国
が
作
成
し
た
全
国
一
律
の
許
可
基
準
に
照
ら
し
な
が

ら
、
農
業
委
員
会
定
例
総
会
に
お
い
て
許
可
等
の
判
断

を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
農
地
を
守
る
立
場
か

ら
、
ま
ず
は
農
地
以
外
に
代
替
地
は
な
い
か
、
転
用
の

内
容
が
周
辺
の
農
地
の
営
農
条
件
に
支
障
が
な
い
か
等

を
確
認
し
な
が
ら
申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
農
地
の
地
目
変
更
に
つ
い
て
は
、
農

地
法
に
基
づ
き
審
査
し
て
お

り
、
市
の
農
業
委
員
会
で
独

自
に
許
可
を
出
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
許
可
等

の
判
断
が
難
し
い
案
件
に
つ

い
て
は
、
県
や
農
政
局
の
指

導
を
仰
ぐ
流
れ
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　　
　
　

農
地
の
地
目
変
更
が
で
き
な
い
と
建
築
物
が

な
か
な
か
建
て
ら
れ
な
い
と
聞
く
。
本
市
の
地
目
変
更

の
基
準
は
厳
し
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

　　
　
　

朝
倉
文
夫
記
念
公
園
の
中
に
野
ざ
ら
し
に
な
っ
て
い
る
重
機

が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
朝
倉
響
子
氏
の
作
品
に
５
年
間
に
わ
た

っ
て
カ
バ
ー
が
掛
け
ら
れ
、
何
の
標
識
も
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

11
月
に
開
催
し
た
「
２
０ 

２
２
市
民
と
議
会
の
意
見
交
換

会
」
の
中
で
い
た
だ
い
た
意
見
の

う
ち
、
執
行
部
の
見
解
が
必
要
な

も
の
は
、
書
面
で
の
回
答
を
求
め

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
調
査
が
必
要
な
も
の
は

常
任
委
員
会
で
所
管
事
務
調
査
等

を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
、
そ
の
回
答
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
内
容
の
一
部
を
要

約
し
て
紹
介
し
ま
す
。（
17
～
19

ペ
ー
ジ
参
照
）

出
さ
れ
た
回
答
や
取
り
組
み
の

推
移
な
ど
は
、
議
会
と
し
て
今
後

も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

※
出
さ
れ
た
回
答
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

意
見
１

意
見
２

執
行
部
の
回
答

執
行
部
の
回
答

2022 市民と議会の意見交換会

２
０
２
２
市
民
と
議
会
の
意
見
交
換
会
で
の
意
見
に
対
し
て
の

２
０
２
２
市
民
と
議
会
の
意
見
交
換
会
で
の
意
見
に
対
し
て
の

執
行
部
回
答
と
各
常
任
委
員
会
で
の
調
査
結
果

執
行
部
回
答
と
各
常
任
委
員
会
で
の
調
査
結
果

豊後大野市ホームページ
↓

豊後大野市議会
↓

市民と議会の意見交換会
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カバーを掛けていた作品カバーを掛けていた作品
（作品名：ふたり）（作品名：ふたり）

寄贈された重機寄贈された重機

市内の農地市内の農地



2022 市民と議会の意見交換会

　　　　　　　豊後大野市の指定管理者の選定には条項にはっきりした決まりがない。
他市のように、外部の者が２分の１以上いなければならないといった定めはない。透明
性の確保のためにもそういった条項をつくる働きかけをお願いしたい。

市民の意見１

　　　　　　　関係人口交流拠点施設（ココミオ）の指定管理の選定委員の選定方法は、
まちづくりの課長によると公募で選んだとはっきり議会で答えている。一般市民も応募
できるのなら、一般市民から２分の１以上を選ぶという規則にしていただきたい。

市民の意見２

これまで施設等の指定管理を実施する場合には、豊後大野市指定管理者選定等委員会
設置要綱に規定された、主に副市長や統括理事等を委員とした選定委員会を開催し、申
請団体等の書類審査や面接審査等により、指定管理候補者の選定を行ってきました。

しかしながら、令和４年６月に開催された第２回定例会の一般質問の中で、指定管理
者選定等委員会の公平性、透明性の確保という観点からみれば、識見を有した外部委員
を積極的に活用すべきではないか等の指摘があったことから、執行部として、専門性や
公平性に基づく委員の構成や、効果的、効率的な委員会開催に向けた担当事務局の選任
等について検討を重ねてきました。

その結果、令和４年８月に実施した、豊後大野市関係人口交流拠点施設に関する指定
管理候補者の選定に際しては、当該施設に特化した指定管理者選定等委員会設置要綱を
制定し、委員会においては全５名の委員の中に３名の外部委員を選任し、実施したとの
ことです。

今後の指定管理者選定等委員会の委員の選定に関しましては、①新規の施設等につい
て、新たに指定管理者制度を導入する場合、②指定管理委託料の財源に国、県の補助金
が含まれている場合、③ＫＰＩ等の成果指標等が設定されている場合、④他の自治体と
共同で指定する場合、などについては、原則、対象施設に特化した指定管理者選定等委
員会設置要綱を個別に制定し、選定委員の構成も個別施設に関する識見を有した外部委
員を活用し、専門性や公平性のある効果的、効率的な選定委員会の開催に務めるとのこ
とでした。

なお、関係人口交流拠点施設の指定管理候補者選定委員は公募しておらず、まちづく
り推進課長からも、議会では「選定委員を公募した」旨の発言は行っていないとの回答
がありました。

以上の内容を検討した結果、豊後大野市関係人口交流拠点施設の指定管理候補者の選
定については、識見を有した外部委員が含まれる選定委員会において、公平かつ効果的
に行われたと認められます。

今後の指定管理者選定等委員会においても、一定の要件（例：ＫＰＩ等の成果指標が
設定されている場合等）を満たした施設については、識見を有した外部委員を活用して
いくことから、専門性や公平性のある効果的、効率的な選定委員会の開催が期待できる
と結論づけました。

■指定管理者選定等委員会委員の選定について

〔総務常任委員会の調査結果〕
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総務常任委員会



2022 市民と議会の意見交換会

　　　　　今、俚楽の郷は地元の子どもたちが太鼓の稽古等で利用しているかもしれ
ないが、何もしていないように見える。あの施設は確か指定管理料が出ているはずだが、
何もしなくても施設を維持するためだけにお金は出るのか。

資料館が三重町に移るときに絹さん人形を全部持って行くという話だったが、実際は
10 点ぐらいしかない。これをどう判断したらいいのか。絹さん人形も劣化しているも
のを全部修復作業するのかと思ったら、新しい資料館に持って行くものだけ修復してい
るようだが、どうなっているのか。

市民の意見

■俚楽の郷伝承体験館と絹さん人形について

俚楽の郷伝承体験館は、平成 30 年度に 9,982 人と最高の利用者数でしたが、コロナ
禍で令和２年度以降の利用者数が 10 分の１まで落ち込み、令和４年度の 11 月までの
利用者数は 547 人です。

商工観光課は方向性として、体験型の観光拠点施設としての誘客を図ってきましたが、
施設利用者の増加が見込めなくなり、市の体験型観光はアウトドアサウナを中心に展
開していくという方針を定めました。

そのことから、俚楽の郷伝承体験館を終了し、
民間事業者の企画提案による募集を令和５年度
から開始するため、条例の廃止が令和４年度第
４回定例会で提案されました。指定管理期間終
了後に速やかに物品の搬出を行い、本施設を民
間事業者による管理、運営へと移行し、施設の
有効活用をするため、利用条件を付さず広く企
画・提案の募集が行われます。なお、公募の時
期については、現時点では５月以降が予定され
ています。

また、絹さん人形については、俚楽の郷伝承
体験館にある説明用の資料と合わせて豊後大野
市資料館の古民家前に展示する方法で準備に入
っております。資料館は入館料の規定がないの
で無料で見ることができ、常設展示が企画され
ています。

絹さん人形全 286 点を点検し、そのうち破損
等が顕著にみられる 250 点の状態を調査した結果、土台の段ボールと紙粘土の人形を
支える釘等が汚損しているものが 190 点ほど見受けられました。

調査・修復作業を担った別府大学からの報告書が届き次第、最適な保存や展示の方法
を協議し、効果的な展示ができるようにしていく予定です。また、学校や市役所２階等
の日当たりが良く、紫外線が多い場所での展示は、彩色の退色・紙粘土の劣化が早くな
るので、保存方法を含め専門家の意見を聞いて、どのように対応するか検討しています。

〔産業建設常任委員会の調査結果〕
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絹さん人形（家族で稲刈り）絹さん人形（家族で稲刈り）

修復作業の様子修復作業の様子

産業建設常任委員会



総
務
常
任
委
員
会

【
事
業
名
】

公
用
車
管
理
事
業

【
回
答(

抜
粋
）】

今
後
も
集
中
管
理
の

メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
事
務
効

率
化
を
図
り
な
が
ら
、
複

数
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
取

る
こ
と
に
よ
り
、
人
為
的

ミ
ス
を
な
く
す
た
め
の
取

り
組
み
に
努
め
ま
す
。

世
界
的
に
も
環
境
問
題

へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
中
、
公
用
車
に
つ
き

ま
し
て
も
、
車
両
更
新
基

準
（
初
回
登
録
よ
り
13
年

以
上
ま
た
は
総
走
行
距
離

13
万
㎞
以
上
）
に
基
づ
き

購
入
や
廃
車
に
取
り
組
み

ま
す
。

車
両
更
新
の
方
法
と

し
て
提
言
に
も
あ
り
ま
し

た
、
税
金
、
車
検
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
費
用
に
含
ま

れ
て
い
る
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
等
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
維
持
管
理
費

【
事
業
名
】

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

【
回
答(

抜
粋
）】

本
事
業
は
結
婚
に
伴

う
新
居
の
家
賃
、
引
っ
越

し
費
用
等
を
支
援
す
る
地

方
公
共
団
体
を
対
象
に
、

国
が
支
援
額
の
一
部
を
補

助
す
る
「
地
域
少
子
化
対

策
重
点
推
進
交
付
金
」
を

活
用
し
た
事
業
で
す
。

令
和
４
年
度
当
初
予
算

で
は
３
０
０
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
し
た
が
、
申
請

件
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
令
和
４
年
第

４
回
定
例
会
に
お
い
て

１
８
０
万
円
の
増
額
補
正

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
に
お
い
て
も
、

国
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
本
市
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
少
子
化
対
策
に
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

等
の
削
減
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。し

か
し
現
在
、
車
両
購

入
や
車
検
及
び
修
繕
は
市

内
業
者
を
優
先
し
て
発
注

し
て
お
り
、
公
用
車
管
理

事
業
と
し
て
は
地
域
経
済

の
活
性
化
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

環
境
問
題
、
維
持
管
理

費
、
地
域
経
済
の
そ
れ
ぞ

れ
に
目
を
向
け
、
引
き
続

き
適
性
な
維
持
及
び
管
理

に
て
事
業
を
遂
行
し
て
い

き
ま
す
。

事
務
事
業
評
価

	
執
行
部
の
回
答
は･･･

令
和
４
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
各
常
任
委
員
会
で
事
務
事
業
評
価
を

行
い
、
評
価
報
告
書
を
執
行
部
へ
渡
し
、
改
善
策
や
次
年
度
の
予
算
へ
の

反
映
状
況
な
ど
を
報
告
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
評
価
報
告
書
に
対
す
る
回
答
が
執
行
部
か
ら
あ
り
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
評
価
報
告
書
の
詳
細
は
議
会
だ
よ
り
声
の
か
け

橋
第
78
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

評
価
報
告
書
の
概
要

総
務
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◆
【
調
査
事
業
】

　
公
用
車
管
理
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
お
お
む
ね
適
正

【
今
後
の
方
向
性
】

　
継
続

◆
【
調
査
事
業
】

　
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
お
お
む
ね
適
正

【
今
後
の
方
向
性
】

　
拡
充

◆
【
調
査
事
業
】

　
社
会
福
祉
協
議
会

　
支
援
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
良
好

【
今
後
の
方
向
性
】

　
継
続

◆
【
調
査
事
業
】

　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

　
運
営
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
良
好

【
今
後
の
方
向
性
】

　
継
続

◆
【
調
査
事
業
】

　
園
芸
産
地
整
備
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
良
好

【
今
後
の
方
向
性
】

　
継
続

◆
【
調
査
事
業
】

　
里
の
旅
公
社
補
助
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
か
な
り
問
題

【
今
後
の
方
向
性
】

　
改
善
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市の公用車市の公用車

※ サブスクリプション＝商品やサービスを所有・購入するのではなく、一定期間利用できる権利に対して料金を支
払うビジネスモデルのこと。



事務事業評価　執行部の回答は ･･･

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
事
業
名
】

社
会
福
祉
協
議
会
支
援

事
業

【
回
答(

抜
粋
）】

市
地
域
福
祉
推
進
大

会
に
つ
い
て
は
、
令
和
４

年
度
は
エ
イ
ト
ピ
ア
大
ホ

ー
ル
で
開
催
し
、
コ
ロ
ナ

禍
前
と
同
様
の
内
容
で
実

施
し
ま
す
。

本
市
の
第
４
次
地
域

福
祉
計
画
を
も
と
に
市
社

会
福
祉
協
議
会
で
策
定
し

た
活
動
計
画
で
は
、「
地

域
福
祉
の
担
い
手
の
育

成
」
が
推
進
項
目
に
あ
り

ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
の
開
設
や
地
域
福

祉
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
発

掘
・
育
成
を
新
た
に
掲
げ

て
お
り
、
こ
の
具
体
的
な

取
り
組
み
を
進
め
る
中
で

課
題
解
決
に
向
か
う
こ
と

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
事
業
名
】

園
芸
産
地
整
備
事
業

【
回
答(

抜
粋
）】

令
和
３
年
度
決
算
に
お

い
て
不
用
額
が
多
か
っ
た

と
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
度
予
算
で
事
業

が
完
了
し
、
額
が
確
定
し

た
も
の
に
つ
い
て
、
補
正

予
算
に
よ
り
減
額
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
令
和
３
年
度
事
業

に
お
い
て
事
業
取
り
下
げ

が
散
見
さ
れ
た
こ
と
に
対

し
て
は
、
年
度
当
初
か
ら

事
業
実
施
主
体
と
の
打
ち

合
わ
せ
を
重
ね
、
慎
重
に

事
業
を
推
進
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
令
和
４
年
度

当
初
予
算
に
計
上
し
た
事

業
の
う
ち
、
取
り
下
げ
の

申
し
出
は
１
件
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。

労
働
力
不
足
解
消
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
法
人
や

【
事
業
名
】

里
の
旅
公
社
補
助
事
業

【
回
答(

抜
粋
）】

里
の
旅
公
社
に
お
い

て
は
、
令
和
４
年
度
に
ツ

ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
を

設
立
し
、
市
内
事
業
者
と

の
連
携
・
情
報
交
換
な
ど

の
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
名
称
の

変
更
、
事
務
所
移
転
の
検

討
を
行
う
な
ど
、
組
織
の

見
直
し
も
進
め
て
い
ま

す
。今

後
も
自
主
財
源
の

確
保
等
、
改
善
に
向
け
た

協
議
を
進
め
、
そ
の
使
命

や
役
割
が
十
分
に
発
揮
さ

れ
る
よ
う
指
導
し
ま
す
。

引
き
続
き
観
光
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
を
基
本
と
し
、

体
験
型
・
交
流
型
を
取
り

入
れ
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
商
品

を
造
成
す
る
な
ど
各
種
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
事
業
名
】

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

【
回
答(

抜
粋
）】

不
登
校
児
童
生
徒
に

と
っ
て
は
、
交
通
機
関
を

利
用
し
て
の
通
室
が
困
難

な
こ
と
が
多
い
現
状
が
あ

り
ま
す
が
、
地
域
公
共
交

通
活
性
化
会
議
等
の
他
団

体
と
の
協
議
に
つ
い
て
、

そ
の
必
要
性
が
高
ま
り
ま

し
た
ら
検
討
し
て
い
き
ま

す
。三

重
町
以
外
の
開
室

に
つ
い
て
は
、
不
登
校
児

童
生
徒
の
状
態
や
保
護
者

等
と
の
相
談
を
通
じ
た
ニ

ー
ズ
及
び
必
要
性
、
専
門

職
等
の
配
置
を
十
分
に
検

討
し
、
よ
り
効
果
の
あ
る

運
営
を
検
討
し
ま
す
。

今
後
も
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
「
か
じ
か
」、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
福
祉
関
係
機
関
等

と
の
連
携
を
図
り
、
個
々

の
不
登
校
児
童
生
徒
の
状

態
に
応
じ
た
対
策
を
講
じ

て
い
き
ま
す
。

農
家
各
位
に
広
く
周
知
を

行
い
、
問
題
解
決
に
向
け

た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
図

り
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、国
・

県
等
の
有
利
な
補
助
事
業

や
、
市
独
自
の
補
助
事
業

を
活
用
し
た
支
援
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
新

規
就
農
者
を
は
じ
め
、
農

家
支
援
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

2121 （第80号2023.5）

教育支援センター「かじか」（三重町内田）教育支援センター「かじか」（三重町内田）

市内のさといも畑市内のさといも畑



２年を振り返って

２
年
を
振
り
返
っ
て

広
報
委
員
を
務
め
た
６
名
か
ら
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２
年
間
、
広
報
委
員
長
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
に
な
る
よ
う
編
集
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

作
業
の
合
間
に
委
員
全
員
で
現
場
に
足
を
運
ん
で

実
施
し
た
写
真
撮
影
は
、
地
域
の
実
情
も
知
る
こ
と

が
で
き
、
貴
重
な
経
験
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ま
に
愛
読
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

議
会
だ
よ
り
「
声
の
か
け
橋
」
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
議
会
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
貴
重
な
広
報
紙

で
す
。

「
見
や
す
く
・
分
か
り
や
す
く
・
読
ん
で
み
た

い
」
と
思
わ
れ
る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
か
心
配

も
あ
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
届
く
声
が

編
集
活
動
の
支
え
と
な
り
ま
し
た
。

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
愛
読
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
か
に
見
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
文
面
に
す
る

か
を
常
に
意
識
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
限
ら
れ
た
紙
面
で
幅
広
い
年
代
の
方
々
に

ど
の
よ
う
に
伝
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
難
し
い
課

題
で
し
た
。

今
後
も
ぜ
ひ
「
議
会
だ
よ
り
声
の
か
け
橋
」
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
声
の
か
け
橋
」
で
議
場
の
雰
囲
気
を
市
民
の
皆

さ
ま
に
忠
実
に
伝
え
よ
う
と
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し

た
。
た
だ
、
今
振
り
返
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
ま
だ

ま
だ
不
十
分
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
、
広
報
委
員
会
が
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し

て
良
い
広
報
紙
づ
く
り
に
励
む
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

２
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、
赤
峰
委
員
長
と
辰
代

副
委
員
長
を
は
じ
め
、
優
治
委
員
、
小
野
委
員
、
秀

典
委
員
の
お
か
げ
で
悔
い
の
な
い
「
議
会
だ
よ
り
」

が
で
き
ま
し
た
と
今
は
思
っ
て
ま
す
。

去
年
10
月
に
勉
強
の
た
め
、
視
察
に
行
っ
て
き
ま

し
た
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
や
り
た
い
と
思
っ

て
ま
す
。

新
人
議
員
と
し
て
、
議
会
だ
よ
り
の
作
成
に
携
わ

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

各
議
員
の
一
般
質
問
が
映
像
で
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
紙
面
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
入
れ
る
な
ど
新
し
い
取
り

組
み
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

委員長

委　員

委　員

副委員長

委　員

委　員

赤峰映洋

小野順一

工藤秀典

川野優治

高野辰代

川野辰徳



閉会中の議会の動き

2323 （第80号2023.5）

議会日誌
1 月 2 月 3 月

5日㈭

10日㈫

16日㈪

17日㈫

24日㈫

13日㈪

17日㈮

20日㈪

28日㈫

1日㈬

6日㈪

7日㈫

9日㈭

10日㈮

16日㈭

29日㈬

議会広報編集特別委員会

議会広報編集特別委員会

議会広報編集特別委員会

議会運営委員会

議会活性化委員会

総務常任委員会（所管事務調査）

議会運営委員会

議会運営委員会

第1回定例会開会（議案上程）

議会活性化委員会

議会広報編集特別委員会

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（議案質疑）

議会運営委員会

議会運営委員会

常任委員会

(総務･厚生文教･産業建設)

予算特別委員会（特別会計）

議会活性化委員会

予算特別委員会（一般会計）

議会運営委員会

本会議（閉会）

議会運営委員会

総務常任委員会（所管事務調査）

「議会だより声のかけ橋」
第７９号についてのお詫び

韓国益
いくさん

山市議会訪問団の受け入れ

令和５年３月１５日に、本市の友好交流都市である韓国益山市の議員７名の皆さまが、豊後大
野市議会を表敬訪問されました。
市役所５階の委員会室で意見交換会が行われ、両市の現状や取り組むべき課題などについて活
発に話し合いました。意見交換会終了後、益山市議の皆さまは市内で視察研修を実施しました。

　「議会だより声のかけ橋」第 79号において誤っ
た表記がございました。右記のように訂正させて
いただくとともに、深くお詫び申し上げます。

訂正箇所：「議会だより声のかけ橋」
　　　　　第 79号 8ページ

訂正内容：	沓掛義範議員の一般質問「市が運営
する学習塾について」の中で、答弁者
が「農業振興課長」となっていました
が、正しくは「学校教育課長」でした。
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ありがとうの木

中期の活動「要」を目指して
令和３年４月１日に開校した朝地小中学校は、１年生～４年生の前期、
５年生～７年生の中期、８年生～９年生の後期と３期で構成されています。
今回は中期の取り組みを紹介します。
中期は下の学年も上の学年も支える「要」という位置づけを３学年全員
で確認し、１年間の目指す姿（目標 ) を話し合うところからスタートしま
した。具体的な活動として、①年３回の中期集会、②学期に１回の自学ノー
ト交流、③総合学習交流会、④百人一首大会、⑤代表者会議を主に取り組
んできました。
成果として、目指す姿に対して各学年が設定した重点目標の振り返り
を毎月月末に行い、その後、代表者会議で翌月の活動を話し合うという
PDCAサイクルのマネジメント意識が定着してきたことです。また、３
学年系統性のある総合的な学習の時間では、異学年との協働学習において、
絆を深めることができました。しかし、本当の意味の「要」にはまだなり
きれていない部分もあり、新たな課題も見えてきました。
これからも、みんなが笑顔で学校生活を送れるよう、中期全員で同じ目
標に向かって取り組んでいきたいと思います。

清川小学校では、学年関係なく、仲良く元気に遊んでいます。さらに
みんなが仲良くなるために、「ありがとうの木」の取り組みがあります。
ありがとうの木は、友達の良いところやありがとうと思ったことを、
花の形の紙に書いてみんなに紹介する取り組みです。
給食の時間に放送で紹介したり、階段に貼られた木に飾ったりしてい
ます。放送で自分の名前がでるとうれしくなります。
これからもこの活動を続けていきたいです。

朝地小中学校 8年

清川小学校 6 年
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市や議会に対する
　 市民皆さまの思いを紹介

議会を傍聴してみませんか？

市議会ホームページでは議会だよりの
音声版を聴くことができます。

次回６月定例会は６月12日に開会予定です。


